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Abstract
　Reproduction of Birgus latro (Linnaeus, 1767) was 
confirmed on Yoron Island, Kagoshima Prefecture, 
Japan, by observation of females bearing spermatophores 
and egg masses. This study provides the first direct 
evidence of reproduction of the species on the island, 
with observations over multiple years, and represents the 
northernmost record as a reliable breeding site for the 
coconut crab.

はじめに
ヤシガニ Birgus latro (Linnaeus, 1767)は，世界

最大の陸棲十脚目甲殻類とされ，インド –西太平

洋の熱帯・亜熱帯島嶼に広く分布する（藤田，

2017）．本種は，鹿児島県においては小宝島，奄

美大島，徳之島，与論島から散発的に記録されて

いるが（Hamasaki et al., 2016；鈴木，2016），同

県における分布状況や生態に関する知見は極めて

乏しいのが現状である．今回，与論島において，

胸部腹面に精包をつけた雌個体および抱卵個体を

発見したので以下に報告する．なお，鹿児島県で

は 2021年 4月から「鹿児島県希少野生動植物の

保護に関する条例」による指定希少野生動植物種

としてヤシガニが指定されているため（鹿児島県，

2024），調査個体の捕獲は行わなかった．また，

本種の体サイズとして胸長（TL: thoracic length）

を電子ノギスにて計測した．

結果と考察
ヤシガニの繁殖については，雌雄の「交接」後，

雄は雌の胸部腹面に精包を付着させ，その後雌は

石灰岩岩礁海岸の穴や窪みなどで「産卵（＝雌性
生殖孔から卵を体外に排出し，精包とかき混ぜる
ことで受精させる）」し，「抱卵（＝腹肢に卵を抱
える）」することが知られている（Fletcher, 1993; 

Sato and Yoseda, 2009a; Drew et al., 2010； 藤 田，
2011）．

本研究では，胸部腹面に精包が付着した雌個
体を 2022 年 6 月 12 日（立長のビドゥ遊歩道 1 個
体，胸長 42.0 mm，図 1A），2023 年 6 月 16 日（屍
宮周辺の道路：1 個体，胸長 38.0 mm，図 1B），
2024 年 7 月 12 日（茶花の洞窟洞口部：1 個体，
胸長 35.0 mm）の夜間に発見した．精包は，雌の
生殖孔がある第 3 胸脚（第 2 歩脚）の底節とそれ
に隣接する第 4 胸脚の底節および甲腹板の周辺に
付着していた（図 1A, B）．また，本研究いずれ
の個体も抱卵していなかったことから，交接後あ
まり時間が経っていないことが伺える．なお，本
種の交接から産卵および抱卵までに要する正確な
時間（期間）は分かっていないが，1 週間未満で
あると推定されている（Drew et al., 2010; Sato and 

Yoseda, 2009b）．
一方，ヤシガニの抱卵雌は，2020 年 7 月 8 日（屍

宮周辺の海岸：1 個体，34.0 mm），同年 7 月 9 日
（茶花の岩礁海岸：1 個体，胸長 44.5 mm），同年
7 月 10 日（立長のビドゥ遊歩道：2 個体，いずれ
も胸長 39.7 mm），2024 年 7 月 13 日（茶花の岩
礁海岸：1 個体，胸長 47.0 mm，図 1C, D）に全
て夜間に確認した．これらのうち，2024 年 7 月
13 日に観察した個体は，胸部腹面に精包を僅か
に残しており（図 1D），産卵・抱卵からさほど時
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間の経っていない個体であると考えられる．
今回の観察では，胸部腹面に精包が付着した

雌が 6–7 月に，抱卵雌が 7 月に，それぞれ確認さ
れた．沖縄県における抱卵雌の記録は 6–10 月と
されているが（藤田，2017），沖縄県八重山諸島
鳩間島における本種の繁殖期の詳細な研究結果に
よると，抱卵雌の出現時期は 6 月初旬 –8 月下旬
とされている（Sato and Yoseda, 2008）．与論島は，
沖縄県八重山諸島に比べてより高緯度にあり，今
回の観察でも 7 月になってようやく抱卵雌が観察
されたことや，7 月中旬でも交接直後の雌個体が
確認されていることなどから，僅かな繁殖期の遅
れがある可能性が考えられる．

本研究は，与論島において複数年にわたりヤ
シガニの繁殖を直接確認した初めての報告となる

とともに，同島は本種の国内における確実な繁殖
地としての北限記録となる．本種は，「鹿児島県
希少野生動植物の保護に関する条例」による指定
希少野生動植物種であり（鹿児島県，2024），種
の保護・保全が必要とされているものの，鹿児島
県下における生息状況や生態については不明な点
が多い．今後，特にトカラ列島や奄美群島（奄美
諸島）地域において，さらなる調査研究を実施し，
本種の北限域における生息状況について解明する
必要がある．
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図 1．与論島で観察されたヤシガニ．A，精包が付着した雌個体（2022 年 6 月 12 日撮影，胸長 42.0 mm）；B，精包が付着した
雌個体（2023 年 6 月 16 日撮影，胸長 38.0 mm）；C，抱卵雌（2024 年 7 月 13 日撮影，胸長 47.0 mm）；D，同，腹部の拡大．
黄色矢印は精包を示す．省略文字：1st，第 1 胸脚（大鉗脚）；2nd，第 2 胸脚（第１歩脚）；3rd，第 3 胸脚（第 2 歩脚）；4th，
第 4 胸脚；5th，第 5 胸脚．

Fig. 1. Birgus latro (Linnaeus, 1767) observed on Yoron Island, Japan. A, a female with spermatophore mass (photographed on 12 June 2022, 
TL 42.0 mm); B, different female (photographed on 16 June 2023, TL 38.0 mm); C, an ovigerous female (photographed on 13 July 2024, 
TL 47.0 mm); D, same as A, different angle. Yellow arrows indicate spermatophore mass. Abbreviations: 1st, first pereiopod (cheliped); 
2nd, second pereiopod (first walking leg); 3rd, third pereiopod (second walking leg); 4th, fourth pereiopod; 5th, fifth pereiopod.
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